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Fatty acid binding proteins (FABPs)は脂質シャペロン分子として様々な生理機能を有している。少なくとも9つ
のファミリー分子が同定されており、それぞれ様々な臓器に発現している。FABPsは脂肪滴における脂質の貯留、小胞
体における膜形成やシグナル伝達、細胞質における酵素活性、核における転写、ミトコンドリアにおけるβ酸化、ペ
ルオキシソームにおける酸化など様々な機能に関わっている。そのうち、fatty acid binding protein 4 (FABP4)は
脂肪細胞、マクロファージ、樹状細胞に発現しており、代謝や炎症反応、メタボリックシンドロームの進展に重要な



















②FABP4ノックダウンによる細胞増殖抑制のメカニズムを解明するため、mitogen-activated protein kinase (MAPK)
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